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ングランドの中世都市

.デヴォンシャ'-̂におけるborough——

安 元

イ ン グ ラ ン ド に お

は . じ め に

高村象平先生が多年御研鎭をっまれたドイツにおける中世都市と比べた場 A  

ける中世都市は，英国およびわが国経済史学界にお い て ， かってそれはど学徒の関心をひいたとは 

いえない。ヨーロッパの中世都市が，古代都〒fjの影響の最も少ない北ドイツ地方の北方型都市，若 

干の影響を受けたライン， ダ ニ チーヴ河地方および北部プ ランス型都市, 古代都市の伝統が，土地 

保有，裁判権，生活様式等の点で生き残る地中海地方の南方型都市に大別でき る と す れ ば , ィ ン グ

ラントの中世都市は，~̂応，北方型都市に属すると,いえよう。しかしながら，同じく北チ■用!都市に 
_ (2)

属するとはい免，大陸の中世都市，就中，ドイツにおける中世都市は,都市を取り囲む農村の領主

経済の中で, 異質の存在であった。そこでは，ネ赚人を欠いた土 地 は , 都市領主ではなく，都市共同体

に属するものとされすもことに端的に示されているように’ 土地, 法,特権の享受者として，あ々の市民

ではなく，法人格を与えられた都市共同体が早くから自律性を保持してい た 。 これに対して，イ ン

ラントの中世都市は，社会経済的機能，司法制度等の側f旧からみて，'大陸の中世都市ほどに，農

村と異質の存在でもったわ け で は な 《ねイングランドの4 « ゼ市の特殊性を，征服がもたらす王権

のちり方，殊に国王の栽判上の徹さに?§す考え方が妥当であるか否かは，ここでは問わないとして

も，イングランドの中世都市の農村とのちる意味での均質性が，学徒の関心をひ か な か っ た理由の 

一つでもることはたしかであろう。

しかしながら, レま少し広い視野に立てば，I 2 世紀の後半から14世紀の半ぱに至る2世紀間の

注（1 ) Edith Ennen. ..Les differonts types de formation des villes ouropもennes". Le moyen a^e. Revue d'histoire 
de philologio, tome しXII, N。も 1956, pp. 398-9.

(2) Ibid., p. 398.

(3) M. de Wolf Hemmeon. Burgage Tenure In Medieval England. (Harvard Historical Studios. Vol.XX) Camb 
Mass.. 1914, p. 24.

(4〉 h, Ballard (cd.). British Borough Charters 1042-1216. Camb.. 1913, p. c x x i i . .
(5) E. Ennen* op. cit,, p. 405, ‘

(6) Ibid, pp. 404-5,
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イ.ングランドの中世都市

さ'""ロッハ史をぁ;ったのは，やはり都市であって， この点において， イングランドもまた例外で("士 

なかった。大陸とは様相を異にすると,はれえ, イングランドにおい.ても， この時代は都市建設の時 

代でもった。就中， イングランドの西南部では, 旧来の定住地が， 国王あるいは私的傲▲から特許 

状を受けて，boroughたる資格をもつに至る自生的都市(organic borough) ：のみならず，従来イン> 

ラゾドの中世都市研究にぉいてふれられる'ことの少なかった建設都市（planted borough)の数も; 

めて多数にのぽっている。本稿は， ヨーロッバ中世郁市成立のーつの局面を示すものとして,イゾ 

クランド西南部めデクォンシャ一 における中世都市の成立を考察するものである。 ；

• , . 

中世イシグランドにおける鄙市の地跋的分布あるいは成ま年代を述べるに先立って，先ず都ポ，： 

boroughとは何でるかについて，若干言■及しておく必要があろう。農村の共同体とは異なったも 

のとしてのboroughの属性を，土地保有態様，居住者の身分，裁判権，商業特権，地代収集機構，： 

統治後構等の相違に帰^ )ことは，» 行なわれるところであるが，これらの属性のいずれをとっヶ 

みても， 村の共同体（villageあるいはmanor)とboroughを決定的に分つ指標とはならないバ 

の'W、に■ して, manorとboroughを区別するものは，boroughにおける特権的商人団体Gild Merchant 

の存在以外にはないける極論のもる由縁でも(；|)。しかしながら, このGild Merchantの存在如 

何にしても，周知のょうに，13世紀のイングラントンのboroughのうち，Gild Merchantをもつも 

のは，全体のはぽ3分の1 過ぎず，これが都市と廣村を分かつ決定的な指標とならないことほ 

明らかである。既に述べたょうに，イングランドの中世都市は，大陸の都市はどに農村とめぽ^な 

相違点をネっておらず，加えて，何等かの史料にboroufifhと記載されているもののうちにも；揉摸, 

板6こ，ム的承認如何の点で，契に大きな差かあったのであり，boroughの明確な規定は，必ずしも. 

を易なしとではない。ししでも都市的土地保有（l̂ urgage i tenure).が存在し，その住民が農業賦役 

を全く免かれているか，行っていてもわず力 >なもの]eあり，少額の貨幣地代をま払い，manor裁判 

所とは別個の裁判機構をもつ禅想》を，-"応，boroughであるとして，論を進めるととにしょう 

さて， I 表̂-ポしナしようK：! , 成立年代を別にして，.’デヴォ..ンシャ..一におけるixwroligliは, . 自生’ 

的都市数56, 建設都市数！8でもり，自生的都市の敎は，イングラシド第1位，建設都市も，同じぜ 

イングランドのコーンウォ^ ルに次いで第2位で▲る。州別の自生的都市の最少が1であり，第お 

1 ホJ0 コーンウォールのI9 が，.デヴォンシャーのそれの約3分の1である,こと，また建設都市にし

注(7 〉 例免ぱ，K‘ Ballard, op, cit., pp, xli-lxviii を参照のとと 
( 8 ) 【bid,, p,Ixxx.

(9 〉 C. Gross. The Gild Merchant: A Contribution t6 British Municipal History, Oxford, repr. 1967, p. 22,

(10〉 Utl .R. Ftnberg, The Boroughs of Devon", Devon and Cornwall Notes and Oueries, Vol.2 4 ,1 9 5 1 ,(以下， 
Finberg, D.C.N.Q.と略記)，p. 203, , . ,

~~ ~~1S1 {696) 一'— ■
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イングランドの中世都市

第 I 表 ィ ン グ ラ ン ド の 中 世 都 市 （州別都市数）
(a：)

州 名
州面積 

1,000 
•X — 力 '^

ん 自生的都市 B•建設都市 A + B
自生的 
都市数

1 都市当 
面 積

建 . 設  
都市数

1 都市当
面 積 都市数 1 都市当 

面 積
Bedfordshire 300 4 75 1 300 5 60
Berkshire 450 11 41 4 113 15 30

Buckinghamshire 480 9 53 2 240 11 44
Cambridgeshire 560 3 187 0 , .. 一 ■ 3 187
Cheshire 620 7 89 1 620 8 78
Cornwall 870 19 46 19 46 38 23
Cumberland 970 4 243 4 243 8 121
Derbyshire 640 4 160 1 640 5 128
Devonshire 1,650 56 29 18 92 74 22

Dorsetshire 620 9 69 6 103 15 41
Durham 620 7 89 ,4 155 11 56
Essex 960 5 192 4 240 9 107
Gloucestershire 770 .18 43 3 257 21 37
Hampshire 1,020 11 93 11 93 22 46
Herefordshire 540 8 68 3 180 11 49
Hertfordshire 400 3 133 6 67 9 44

Huntingdon ふ】re 230 1 ' 230 3 77 4 58
Kent 970 14 69 3 323 17 57
Lancashire 1,030 14 74 3 343 17 61

Leicestershire 520 2 260 3 173 5 104

Lincolnshire 1,690 11 154 . 4 423 15 113
Middlesex 220 2 .110 1 220 3 73
Norfolk J.300 4 325 3 433 .7 186

Northamptonshire 630 7 90 1 630 8 79
Northumberland 1,280 10 128 10 128 20 64

Nottinghamshire 520 3 173 0 一. 3 173

Oxfordshire 470 4 118 5 94 9 52
Rutlandshire 97 1 97 0 *— 1 97
Shropshire- 860 9 96 8 108 17 51

Somersetshire 1,030 21 49 4 258 25 41

Stafforc*shire 690 11 63 2 345 13 53

Suffolk 940 11 85 1 940 12 78

Surrey . 450 ‘ 5 90 2 225 7 64

Sussex 900 9 100 9 100 18 50

Warwickshire 560 4 , 140 3 187 7 80

Westmoreland 500 1 500 3 167 4 125

Wiltshire 860 12 72 3 287 15 57

Worcestershire 440 8 ；55 0 8 55

Yorkshire, East Riding 740 3 247 6 123 9 82

North Riding 1,350 8 16レ 3 450 11 123

West Riding .一. ' 1,明 ­ 10 161 6 268 16 101

182(696)

注 W.,Beresfoj：d, New Towns of tlie Middle Ages； Town Plantation in England, Wales and Gascony, Lond.f 

1967, P.277 より作成。但し，デヴォンシャーの organic borough については，Finberg, D. C.N.Q., pp. 203-208 

より作成。
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第 n 表イングランドの中世都市（成立年代)
m

Ai e 生的都市（organic borough) 建設都rii (planted boroiich)
® イングラン f'•及ぴク:t ールズ ②デヴォンシ★一 ® イングランド ⑧デヴ★ンシ

、都 市 数 % 都 市 数 % 都 市 数 % 都 f f f 数
n-- —；~ i—%

1066以前 55 14 4 7 3 2 0 0
106S — 70 

1071— 80
0

3
0

1
0

0
0

0
6

6
3
3

0

0
0

1081— 90 0 .0 0 0 5 3 1
0

1091—1100 1 — . 0 0 4 • 2 0 0
(4) (1) (0) (0) (21) ‘ (11) (1) (6)

1101一 10 

1111 一 20
3

4
1

1
ひ
0

0

0
6

7

3

4 ‘
0

0
0

1121— 30 3 1 0 0 6 3 0
1131 — 40 4 1 0 0 4 12 0

U

01141 一 50 4 1 0 0 2 1 0
1151— 60 19 5 0 0 7 A

u

1161 — 70 . 11 3 1 . 2 6 3
u

1171— 80 15 4 1 2 8 5 n
0

1181 — 90 7 2 1 ' 2 8 5
ひ

1191—1200 12 ■ 3 1 2 13 8 2
ひ

11
(82) (22) (4) (8) (67) (38) (2) (11)

1201— 10 

1211 — 20
21 

 ̂ 7
6

2
4

2
7

4
9

12
5

7
1
1

6
fi

1221 — 30 10 3 0 0 15 9 0 n
1231 — 40 7 2 2 4 4 2 61241— 50 9 2 A 7
1251 — 60 26 7 0 0

0

3
5
2

3
A

17

1261— 70 8 2 0 0 5 3 ユ
v>

1271— 80 12 3 2 4 0 0 2
1281一 90 16 4 3 5 4 2 2
1291—1300 10 3 2 4 5 3 3 17

(126) (34) (20) (35) (65) (38) (13) (75)
1301一'' 10 6 2 7 13 4 2 0 n
1311一■ 20 1 ■ 0 0 1 1
1321 — 30 1 2 4 2 1 0

6
0

1331— 40 3 1 1 2 0 0
1341— 50 8 2 0 0 1

U
0

0
A

1351— 60 6 2 0 0 Q 0 0 0
1361— 70 2 1 0 0 1 0 0

(27) (8) (10) (19) (9) (3) (1) (6)
1371以後 82 22 9 16 1 0 0

- . (82) (22) (9) (16) ( 1 ) , : (~) i (0) (0)_ 不 明 5. 1 10 19 6 3 1 6
~---- ' (5) (1) (10) (19) (6) (3) (1) (6)

at 381 56 172 18

注 .A欄(1)については，J.Tait, Medieval English Borough； Studies on jts Origins and Constitutional History 

Manchester, repr,,1968, p. 184, ん Ballard, oわ. cit., pp. xxvi-xxxii, A. Baliard and J. Tait (ed. ), British Bor- 

ough Charters 1216—1307, Camb., 1923i pp. xxv-xJcxiv , M. Weinbaum{ed.), British Borough Charters 1307- 
一̂1660, Camb.,1943, pp. xxx-liv (尚，この文献ほ，和歌山大学，角山栄先生より御借りした。記して御礼ホし上 
げろ。) , A欄②にゥいては，Finberg,D,C.N.Q., pp. 203-208より作成。B欄①については，M. Beresford,op. d t ‘ 》 
P.328, B欄②に*:>いては，M.Beresfoi’d,op'cit.,pp* 419—426より作成。尚，成立年代が不明確で，一定期間の何時 
かに成立したものとされているものについては，極めて使宜的ながら，その中間の年を成立年代として計算した。

m(697)



注(11) W.G. Hoskins, Devon (New Survey of England; A New Historical Description of County and Town ed. by 

J. Simmons), Lond.,195も p. 70,

(12) Ibid., p. 69. ■

• (13) W.G. Hoskins. 'The Making of the Agrarian Landscape' in Devonshire Studies by W.G. Hoskins and H.P.R. 

Finberg, Lohd., 1952, p. 312.
(14) W.G. Hoskins, Devon, p. 70. ' .

(15) Ibid., p. 71.

(16) Ibid., p. 71.

(17) Ibid., p. 71.

(18) W.G. Hoakins, 'The Making of the Agrarian Landscape', p. 322.

—— 185 (6PP)— —

ドゥムズデイ検地が明らかにした11世紀末勘のデヴォンシャーの定住地はほぽ3, 000である。
' (11)

このうちの'多く.は孤立農場（sirtgl6 farmstead)あるいは細村（hamlet)であって，. アング'ロ'..•サク.ツ

ン時代から既にデヴ.ォンシャーの定住は，中部イングランドの定住とは異なったものでもづた。東
(12)

部沿岸地帯に多い大規模な有核村落（Nucleated village)にしても，周辺にかなりの孤立農場，細村 

を伴なったものであって，こうした有核村落のあり方自体，他の場所ではみられないものである。
(13) •

14世紀半ぱの定住地は, 約15, 000であったから，中世デヴォソシャ一の定住地の庄倒的多数，つま
(14)

り約12, 000の定住地は，12世紀以降, 殊に，第III表（後出別表）に示すように, 13世紀から14世紀

中期の黒死病による人口激減期に至る1世紀半の間に，集中して形成されたということができる。

デヴォンシャーにおいては，開塾可能な土地が，西部地方を中心に広範に存teし，それが，人口の

急増する13世紀という比較的遅い時期まで残されていたのである。

人口の急増する12世紀末期から13世紀に集中して行なわれた開懇と定住地の形成にあずかった

のは，manor値主ではなく, 個人の植民者，すなわち農民である。開にあたった廣民は， manor
(15)

の領主から特許状（charter)を受け，''.開！®地を自由保有地（socage, tenure)として保有し，•少額の 
' .. - ■

貨幣地代をま払う自由農民に上昇したのでもる。こうした開懇地は，当然のことながら，極めて小
(16)

規模な細村るいは孤立農場であり，個々の農場で1 エーカーを越えるものは稀であったし，当初

から囲込まれていた。13世紀の後半には，こうして形成された細村，孤立農場は,アングロ ‘サク 
(17)

ソン時代に形成された有核村落の開放ま井地をしのぐはどになり，開趣が西部に進展するに伴って，

自由農民の数も増加したのである。
(18)

13世紀における農村人口の膨張から生ずる人口圧力を，外延的に解消しうる可能性をもってい 

たデヴォンシャ一では，この時代のイングラツドの多くの場所でみちれた既存の定住地における人 

ロ急増と対領主関係における農民の地位の低下という値向は，大幅にネがれたといわなければなら 

ない。人口の急成長を迎える以前にほぽ定住が完了し未開想地の開懇を終えたイングランドの古

W HiM
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ても, 皆無の州が4つもあることを考えれば，デヴォンシャー力'i , 都市の絶対数において，他を大 

きく引離していることは明らかであろう。州別の面積を勘案した1都市当りの面積の点においても, 

デヴォンシャーの1 自生的都市当り2 9ユーカーは最少，1建設都市当り92エーカーは，コーンウ 

ォ ー ル ， ハ ー ト フ ォ ー ド シ ャ レ ， ハンチインドンシャーに次いで第;4位 ， 自生，建設の別を問わfr 

い場合には， r 都市当り22ユーカーで，これまた最少でちって, 州p*']における都市り分布の密度は 

:最高である。 • .

次に成立年代については.どうであろう力ん第n 表A欄が示すように，イシグランドおよびウエ^ 

ルズの自生的都市は，1100年までに全体の15%, 1101—1200年に22%, 1201—1300年に34%, 

1301-1370年に8 % , 1371年以降に22%が，国王もるいは私的領主から特許拔を受け，borough 

をなっている。13世紀中に最も多く形成されているとはいえ，特定の時期に集中しているとはいえ 

ない。これに対して，デヴォンシャーの自生的都市は，boroughとして成立L た年代が不明のもの 

が全体の10%を占め，特定の時じ期への集中如何を云々することは早計である力も11Q0—1200年の 

1世紀間に全体の8 % , 1201—1300年の1世紀間に35%, 1301—1370年の7 0年間に19%, 1371 

年以降に16%が boroughとなり，イングランドおよびケエールズ全体と比べた場合，1201—1370 

年における集中が[3立つ。他方，デヴォンシャーの建設都市は，その庄倒的多数ラ5% が，1201— 

1300年に建設され，1301年以降の13%を加えると，13世紀以降の建設になるものは,実に全体の 

88%を数えるのに反して，1200年以前には，1?%を数えるのみである。このデヴォンシャーにおけ 

さ建設都市の成立の時期的な遅れは，イングランド全体の建設都市と比べれば，尚一層顕著である。 

イングランド全体の建設都市は, 12世紀と1 3世紀のそれぞれ1世紀間に，全体の3 8 % ,従って 

1201年以降には計41%が建設されたのに対し全体の49%もの都市は, 1200年以前に建設されて 

いるのである。デヴォンシャーの建設都市が，イングランドの他の場所のそれよりもかなり遅れて 

建設された事実は，注目に値する。

; それでは, デヴォンシャーの都市，就中，建設邵市が，他州にかなり遅れて建設され，その庄倒 

的多数が13世紀以降に集中してい'る事実をどのように解釈すべきであろう力ぐデヴォンシャーに 

ける都市の形成の遅れは，デケォンシャーの定住の連れによってもたらされたものであり , 自生 

的都市，建設都市ともに，遅れた定住地の形成の一環として形成されたものであるとは考えられな 

いでろう力んあるいはまた，デヴォンシャ一における特殊な定住のあり方，時期的な遅れが，

boroughの絶対数の多さ，密度の高さを生んだのではなかろう力、。 

するために，デヴォンシャーおける定住地の形成をみてみよう◊

以下において， この推論を検証

m (m )

I

さ



い定住地，就中,

イングランドの中世都市 

ドランド地方の領主が，既存\の有核村落における人口増大と農村の余剩労働力

の発生に対して，直営地経営の拡大，慣習農民への領主権の强化，賦役の復帰というインチソシィ 

ヴな方向でのぞみえたのに対して,デヴォンシャーの鎮主は，11世紀までに形成された定住地の多 

くが，領主権の脆弱な孤立農場，細村であったことに加えて， I3世紀に至っても，広範な未開塾地 

ニ て ぃ た ゎ け で ぁ る か ら , 直営地経営の拡大,賦役の再強化の道もともに閉ざされてぃたの

: ' - .
. 中世イングランドにおいては， 国王の:^認をまたずに，私的領主が自己の所値の村に対して， 都

市的土地保有権を与えることは自由であったから，領主がロ - マ道路，地方幹線道路，河川の渡し 

場等の交通の要路, 鉱山，毛織物工業の中心地である既存の村をboroughとするとと, あるいは^^う 

した場所に都市を建設し，手工業者，商人, 鉱山労働者等を集住させ, こ れ を manorからり収入を 

補う収入源とすることは，比較的容易なことであった。12世紀の後半から黑死病による人口激減に 

至るまでの2 世紀の間， デヴォンシャーにおいては，領主は， 自己の所領の農民に特許状を与えて 

森林，荒燕地の開I I にあたらせ， これを自由保有地として保有せしめ，貨幣地代を見込む一方,所 

領の一部に都市的土地保有を導入してboroughとし， 市場取引税，手工業者，商人への課税， 旧 

来 の manor裁判所とは別の都市敦判所（Shammel Mote. Portmanmote)を開設し，栽判所収入を期待 

するか, もるいはこうして形成されたboroughに追加的な特権を売却するという間接的な収入を期 

待する値向が強かったのである。更に一歩進んで，無 人 の 地 に boroughを建設し， 定住者を募っ 

て，前述のような間接的な収入を見込まざるをえなかづたであろう。少なくとも, 12世紀末期以降 

の人口増大から生じる様々な社会経済変化に対して， デヴォンシャーの領主は，他州の領主とは 

異なった対応を強いられた害である。 こうした状況ゆ，程度の差こそあ;f x ,ゥ; ンルズ， ア イ ル ラ  

ンドちるいは才スト•ユルべのそれに近かったといえよう 

他方，領主の側からする前述のような対応とは別に, 領 主 の borough形成の意因の如何にか力、 

わらず， デヴォンシャーの西部地方を中心にこの時代に多数輩出した開 I I 村の側にも，borough 

を生み出す要因がもったことは，前述の開懇のあり方から当然予想されるところでもろう。 自身の 

資力で森林, 荒藤地を開懇し，定住地を形成した農民は，領主の特許状によって保IEされたま由保 

有地と自由農民としての身分を， より强固なものとするナ丄めに，その自出保有地を，一層保有権の 

強い都市的土地保有とし, 自身の共同体を領主の干渉から自由なborougiiに上昇:^せようとする
•------------------------------------------------------ ----------------------------------- -------_____
浮(19) M.M. Poatan. ‘Medieval Agrarian Society in its Prime, §7‘ England, in Cambridge Economic History of Europe, 

Vol. I. ed. by M.M. Postan, 2nd, ed., Camb.,1966. pp. 581-584, RA. Kosminsky. Studies in the Agrarian History 

of England in the Thirteenth Century (Studies in Medieval History, Vol. V III), Oxford, 1956, pp, 327-8.

(20) C. Stephenson, Borough and Town; A Study of Urban Origins in England (Monographs of the Medieval 
Academy of America, No, 7), Camb. Mass., 1933. pp. 139-40.

(21) Ibid., p. 31.

186(700)

イングラシドの世都市 ■

傾向があった。1 3世紀におけるデヴォンシャーの多数のboroughのうちには, 領主の特許状が必、
(22) ^

ずしも史料的に裏付けられないいわゆる"village borough"が少なくないが，こうしたboroughの 

成立は，おそらく開懇村の農民の要求に対する領主の妥協あるいは極端な場合には廣民による単な 

る自称に鱼うi どろが大であったと思われる。 ■ •

いずれr しろデヴォシシャーにおける開纽と定住地の形成の相対的な遅れは，領主側に，定住の 

特殊な状況の下で, 収入の増加を図る一^手段として，toroughの形成を促がしたのみならず，開懇 

の進展にま'って創出された開塾村の農民に対■しても，ネの定住地をborough .であると主張.さをる' 

要因を作り出したといえよう。新た}C開懇された地域においては，boroughであることから生ずる 

ホ場開敦権等め既得権は，未だ存在しておらず,旧来の都市の市場圏も開經された地域を包摂する

ほど広範ではなかったから，小 規 模 な "village borough"も，少なくとも短期的には，その存在班
(24)

由をももえたのである。 I

ととろで，中世デヴォンシャーにおける多数のBoroughの存在はまた， デヴォシシャーの旧来 

の都市にも少なからぬ影響を与えている。定住が早い時期に完了した場所におけるI白来の都市が,
. . . . .

13世紀には, 人口增大によって生じた農村の余剰人口の棚ロとして，多くの流入人口をかかえ,次第 
• ' /

に閉鎖性を強め，14世紀中期以降の人口激減以降には, 反対に，对農村関係の逆転によって,都市
(25)

の統治機構を多かれ少なかれ開放的にせざるをえなかった事実は，多くの史実によって示されてい

るところである。 これに反して， デヴォンャ一め旧来の中心都市，Exeterに お い て は ，非自由市 
(26) ‘ , ■ ' -

民の増加，市政の寡頭制的支配の確立,商人による手工業者のギルドへの参加の排除等の他都市に 

みられた閉鎮性は，13世紀には目立ったものではなかった。寡頭制支配の強化とそれに反抗する手
(27) •

工業者の動きは，他の都市よりもはぽ1世紀遅れて，15世紀末期に漸く顕著になり始めたのである„ 

中世デケォンシャの社会經濟的発展に大きな意味をもった多数のboroughの内容はどのような 

ものであったか，以下，具体的にその特権，慣習，成立の事情をみてみよう。

注(22) H.P.R. Finberg, Tavistock Abbey; A Study in the Social and Economic History of Devon, 2nd edn., Newton 

Abbot, 1969, p. 73. spcago tenurei-^,burgage tenureと違クて，土地の売却，邀 Ipjが自由ではない。M, de. W.Hem- 

meon, op. cit., p. 5, ’

(23) W.G. Hoskins, Devon, p , 106.

(24) M‘ Beresford, op. cit., p. 417, .

(25) G.H,Martin, "Thd English Bprough in tho Thirteenth Ccntmy", Trans, of Royal Hist. See,, 5th soiv, VoL 13, 
1962, p. -127*

(26) A.R, Bridbury, Economic Growth; England in the Later Middle Ages, Lond., 1962, p. 58.

(27) E. Miller, "The Fortunes of the, English Textile Industry during the Thirteenth Century*  ̂Econ, Hist Rov., 

2nd ser., Vol. XVIII, No.1,1955, p, 73. '

(28) Exeterの仕立;！:ギルドを心とする手工業あの市当局への反抗につぃては，T. Smith (ed：)\ English Guilds 

(Early English Text Society, Original Series, No. 40, Oxford, repr. 1963), pp- 299-312, J‘ Gre^n, Town Life in 

the Fifteenth Century, Lond,, iS'9も V o l,II, pp, 17^185.
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HI ,

11世 紀 か ら 16世 紀 ま て に 形 成 さ れ た デ ヴ オ ン シ - の boroughの詳細は， 第 IVま に 示 す と お  

りでもる。以下， 自生的都市 ,、次ぃで建設都市の順で都市特権の内容 ,成立の具体的過程につ L、てみ 

てみ よ う 。 ドクムズデ イ 梭 地 以 前 の 4 都市のうち， 1 . Exeterは， 都 市特権の内容， 規模におぃて , 

他 州の大 規 模 な 都 市 に ひ け をとらなぃが，大規模な都市では往々免除されてぃる都市領主への土地 

相 続 税 （rel|g)),都 市 領 主 の 土 地 買 権 (retrait feodal) 4 ^ 0 ,自治を制服する制度がみられる。 大規 

模 な 都 市 に 多 ぃ Gild Merchant % Exeterに は 存 在 し て ぃなぃ。 他 の点では , Exeterは他州の大 

親 摸 な 都 市 と m m じ で あ り, 1259年に は ，年 £ 13, 9s.で 都 市 収 入 徴 収 請 負 権 (firma burgi).を得て .

、k デヴオンシャーのboroughのうち，Gild Merchantをもつものは，2. Barnstapleと 3. Totnes 

のみでも§3! Barnstapleの都市特権，慣習は，、ノ ル マ ン デ ィ -の Breteiiilのそれに酷似してぃる 

とぃわれ(t)。Breteuil型の都市では，都市的士地保有に固有の土地遣贈(demise)は，購入し'た士地, 

相 続 地 と も に 自 由 で は な か っ た Barnstapleも，15世紀末期までは, この種の制限を蒙っていた。 

4 . Lydfordは，元来，西 部 の 荒 地 Dartmoor地方の鉱山物の取引によって成立した都市であり,（) 

1195ギには鉱山裁判所の所在地でもつたをS ドウムズディ検地以降，後 述 す る 16. Tavistock, 5.

ている0。勿諭，これら4都市のい
Okehampton.に市場圏を楚われ，都市としては，重要性を失な

ずれも，第IV表⑤欄に示た時期に，歳市および週市開設権を得て、る

前述のBarnstapleと伺様， ドケムズディ検地以降に成立した？. Bideford, 8. Bradninchも，

Breteuil塑の都市でもり ’ 共 通 の 慣 習 （年地代 !2d.,領主裁判所への出廷義務，自由市民権獲得条件-a

and a yea. clause)をもつてい| を後者は，12世紀イングランドのboroughには稀な裁判権の

注(29) H. de W. Hemmeon, op. cit., p. 20, f. n. '

デ.デ eson (ed.), Borough Customs, Vol.II (The Publications of Selden Society, Vol. XXI, 1906), p. 61.

生け,ニ ニ ' X T V I ,  P‘*22.もつとも，最 近 の こ よ れ ば ，Exetej• には，少なくとも12世紀末期から13世 
^ 半‘主まで， G,ldMerclm«けハ存在したことが確認ぎれてい;^。 B. Wilkinson. The Medieval Council of Exeter 

かuth-West of England. History of Exeter Research Group.Monograph. No.4). Man-

(32)wilkBallard andtJ.で®れ，op. cit., p. 316.尚，正式に国王から取得したのは， 1332年であ•り， ギ j£20である。 B.

(33) Totnes 0  Gild Merchant につ、、てはThe Description of the Citie of Excester by lohn Vowell alias Hoker Pt II 

- r s r t  r ^ *  J. J.W. Shopp and H. Taple.-^per, (The Devon and Cornwall R e c o M ^ e S

^01 1 ,1 ,1  Gr啊 か . C it.,卯. 235-244, Barnstaple の Gild Merchant にウいては，G. Grosa, op. cit..

(34) M. Bat卿 n' "The Laws of Breteuil», Engl. Hiat, Rev" Vol.XV .1900, p. 503.
(35) M. de W. Hemmeon, op. cit,, p. 136.
(36) Ibid., pi 137,

(37) W.G. Hoskins, Devon, p ,134.

(38) Ibid,, p. 116.

(39) M. Bateson, "The Laws of Brcteuil". Vol.XV,  pp. 309-311, Vol. XVI, 1901, pp. 106-7.
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自律性（總ての訴願pleasを borough内部で勉S1する特権) を早くから獲得してぃる。ギの他，11世をな 

末期以降の自生的都市のうち比較的練摸の大きなものとしては，34. Dartmouthが举げられる。対'. 

仏貿易の中心想)で、あり， 当 初3 つ の 定 住 地 （Clifton, Dartmouth. Hardness) から構成されてぃた海港 

都 市 Dartmouthは，1314年, エドヴャド3 世から市長選出権を与えられ， デ ヴ 才 ン 一  の:

boroughのうもでは，最も早く自治を獲得してぃる。前述の4 都市と同;i , 以上述べたboroughは， 

総て歳市および週市開設権をえている。

★に，比較的小規模な自生的都市のうち,成立の背景が判明してぃるものにつぃて述べセおとう。 

I2世紀末期K_'急成長をホした-Dartmooi'の鉱業は， 周辺に多数の鉱山都市を生んでぃ 'る。 中世の' 

鉱 山 法 (assize of m ine)は ,錫 の 取 引 を boroughある ぃ は 市 場 町 に 限 定 しmanorの裁判権が採掘 

にあたる民に及ぶことを禁止したた^ , Dartmoor周 边 の manor嶺主は， 所 領 を bom ighとし， 

叙;山物取*71からあ•かる収入を期待す:6 ところ大であった。6. Ashburton,16. Tavistockは， こう 

した傲王の意図の下にboroughとされたところである。32. Combe M artinは，鉱山都市としては 

規模の大きぃものであり，旧来の定住者のほかic ダービーシャーから317人の銀採掘労働者を強制的 

に參住させて成立したものであI)。 これらの鉱山都市のほか，10. Crediton,17. Tiverton, 24. Bovey 

Tracey, 30. Chtidleigh, 31 .Chulmleigh, 46. Moretonhampsteadj 53. North Molton には，13.

I4世 紀 レ fulling* m illの所在かik録されており， こ ぅし た boi'oiighは，縮 滅 エ 織 布 エ め 集 住 .す’

る場所でもったと思われる。その他の自生的都市ほ，海運，農産物取引，内陸交通の要路,公的機 

の所在によっT boroughとなった場所である。 ■

ところで，かなり早ぃ時期から截《市として存在してぃた場所は別として，1么ほ紀後半から13世 

紀にかけて，boroughの資格を与えられた自生的都市の市域，旧定住地との関係は,具体的にはど 

のようなものであっただろう力、。前述のTavistockの場合,領主である修道院長のgQ確な意志によゥ 

て，市域は全所領の36分の1 にあたる区画に限定され，その他の場所は，名称もHardwick Manor 

と改められ, manoi• 栽判所，Hundred栽判所，manorに対する領主のその他の権利は，このHard­

wick に.移管されてい(き。修道院長ウォルタ'一は，.旧Tavistock M anorの 18.人の小屋住農民■ぉ

注（40) A Ballard, op, cit., pp. xcvi, xcix.
(41) W.G. Hoskins, Devon and its People, Exeter, 1959 n 51
(42) C.C.R., Vol.IV, p. 389, Vol.V, p. 3. . .

(43) H.R. Watkln, History of Dai*tmOutli, Report and Transactions of the Devonshire Association for the Advan- 
cement of Science. Literature and Art. (以下 T.D.A.と略記），Parochial Histories of Devon No 5 Vol I 
Pre-Reformation, 1935, p. 38, , • **

(44) W.G. Hoskins, Devon, p. 131* •

(45) H.P.R, Finber^, The Borough of Tavistock* in Devonshire Studies* n .179.
(46) W.G. Hoskins, Devon, p. 132.

(47) P. Chope ed., Early Tours in Devon and Cornwall, Newton Abbot, repr., 1967, p. 178, f.n.
(48) W.G. Hoskins Devon, pp. 124-5.

S  は法号の所在地として発原した boroughである。The Place Namea of Devon, P U .p m
(50) H.P.R, Fmber ,̂ *̂ he Borough of Tavistock*, pp. r/3. 176. , ぶ/び.
(51) Ibid., p. 176.
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よび数名の非自由農民の賦役を免除し， これに修道院の雇用する若千の農業労抑者を加えて， 市 

:域内に居住することを許し，市 民 （burgm )としたのである。但し，領主は，成 立 当 初 の borough 

の住民に对しては，以前の運搬賦役および修道院長の身辺護衛の義務を相変らず課している。その
' . ( 5 3 )

'他，前 述 の Tavistockとはぽ同様に，：手工業者が居住しているmanor,の:一"区画をbo;roughとした 

ものとレて17. Tivertonかあり，manorの居住地のはとんどがboroughと..なった .例 と .し て 62. 

Ashburton,数 個 の manoi•の部分が集まって市域を構成したものとして65. Sutton Priorがある
(55) (56) *

倘，これらは輯て，領 主 に よ るborough形成;の意図が明らかでネり，従って市域，，载判権， 旧定住 

:地の住民との関係が明確に規定されていたが，賦役免除を目的としてboroughの資格を要求する 

農民と領主の妥協から生れたborougfh (例えば，39. Hatherleigh)のうちには，boroughの区画が 

不明確で, I日案住地の全部がboroughの区画となる:ものが少なくなかった。

次に，建設都市の都市特権, 慣習，具体的な建設の過程についてはどうであろうカ^^ドクムズデ 

ィ検地の時点で，旣 に 4 人の1ゼ民と市場の存在か記録されている⑤•Okehamptonは, Breteuil, 举の
- (58)

•慣習をふつといわれる都市としては最古のものである。前 述 の . BarnstaDle,. Bideford, Bradninch

と同様，Breteuilの償普とよばれるものをもつ力' ; , Okehamptonの都市特権のうち,注目すべきも

‘のは，他の都市では未だみることのできないboroiiighのま律性である。通常, 12世紀あるいは13

世紀の領主のboroughへの特許状には，特権の享受者として，俾 々 の 市 民 伽 r啊 S)が記軟されて

いるが，Okehamptonの特許状には，個々の市民に代って，boroughという言葉が用いられている。

この時代に， こうした形で都市共同休の自律性を享受した例は，デヴォンシャー以外でも極めて稀

'でち( | ) 。 こ の Okehamptonに次いで早い時期に建設された⑩.Plympton E rie は,前述の自生的都

市 Exeterに先んじて1223—4 年に，領主たるデヴォン伯から，年 4 回 で , £ 24. 2s. 2 d .の

都市収入徴収請負権を獲得しているが，金.額は， 1259年 の Exeterの £ 13. 9 s .と比べるとかなり
• (62)

高額である。事庚， この特権を疲得した当初，Plymptonは，実際には，領 主 に 対 し て 多 16廣 

しか支払っておb ず，請負金額通り 支払うこと力':可能となっ たのは，Plymptonが ,都 市 と し て

イングランドの中世都市 

第 I 図デヴォンシヤーの都市と市場町

法(52) Ibid., P .188. '

(53) H.P.R. Finberg, Tavistock Abbey, p. 72.

(54) J. Youings. "King Jame*3 Charter to Tiverton 1615", T.D.A., Vol. XCIX, 1967, p ,150.

(55) H, J. Hanham, "A Tangle Untangled, the Lordship of the Manor and Borough of Ashburton,,. ん. Vol. 
XCIV, 1962, pp. 442-3.

(56) C. W. Bracken, "Th© Obsolete Plymouth Manors of Sutton Pyll. RadcHffo and Luly^tts Feo". T. D, A" Vol. 
LXXIV. 1942, p. 212.

(57〉 J. Manaton, History of Hatherleigh, TJXA., Parochial History Section, 1951,p, 4.

(58) E. H. Young, "A Short Account of the Okehampton Market", T, D. A., Vol. LVII, 1926, p. 187, B,H. Young, 
History of Okehampton, T,D,Aリ Parochial Histories of Devonshire, No.1, p‘ 28.

(59) M. Bateson, "The Laws of Breteuil", Vol. XVI, pp. 105-6.

(60) A, Ballard, op, cit., p. xcvi.

(61) Ibid,, p. c.

<62) K.Ugawa,"でhe Economic Development of Some Devon Manors in the Thirteenth Centur/*, T. D. A.. Vol. 

XCVI, 1962, p.660,

O自生的部?U 

®建設:部市 
A週市および歳市

充分な発展をみる14世紀末期以降である。
(63)

' Okehampton, Plymptonをはじめとして，デヴォンシャ" の建設都市には，Dartmoor地方の鉱 

山業に関係したものが少なくない。前述のg 生的都TfJ Combe M artinと同様に，ダービーシャー 

から384人 ウエールズから35人の後採掘労働者を集住させた⑩.Bere Alstonのほか，̂  I 図に 

示したように，Dartmoorの鉱山業は，鉱山物運搬のための河川の流域にまっかの建設都市を生ん 

でいる。‘ ロープ道路とDartoioorの鉱山物を運ぶD art川が交塞する地点にDartルを挟んで建設 

された⑩.Bridgetown Pomeroy と⑩ .Northford, Exeter と Okehampton を結ぶ幹線道路が, Taw 

川の.支流と交差する地点に建設された⑩*Bowと ®.South Zeal, Tein川が海に注'ぐ地点に建設さ 

れた（D.Newton Abbotと⑩ .Newton Bushelは，総てDartmoorの鉱山業が生んだ都市である 

注(63) Ibid., J). 661.

P‘ 13®.跑馆ェ図は，Cで.化, V01.I-VI, M. Beresford, op. cit., pp. 417̂426. Finberg, D.

190(704)
191(705)
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イングランドめ中世都市

その他，河川の流域に建設されたものとしては，束部では， ローマ道路がY arty 川と交差する地 

点に建設された⑨•Colyford, 同じく ロー マ道路が, Otter川と交差する地点に建設された⑩‘Newton

Poppleford, Exei&t郊外め河川の渡し場に建設された⑩ .Kennford,商部では，中心.都 市 Exeterへ
.. ■ ‘ ' > .

通ずる幹線道路に沿って入江の近くに建設された⑩.Np^s Mayo, ロ ニマ道路の始点で同じく入江 

近くに向い合って建設された⑩.Kingsbridgeと ⑩ •Dodbrooke,北部では，Barnstaple郊 外 の Taw 

川 と Exeterへの-幹線道路の交差する;Hii点に建設され た̂ ⑩ .Newportがある。
■ ( 6 5 ) .

これらの建設都市は, 自生的都市の場合とは違って，領主の明確な建設の章図の下に，当初から 

無人の地の一区画を区切って建設されたものであるから，市域は問題ないが，都市建設にあおって

募 集 す る boimighの住民の身分，殊に建設都市の領主の.:manorの農民が，bprough"'に移住して市
. i

となる場合には, boroughの住民の身分について.，領まが条件をゥける例は多い。例えば，f前述

の Plymptonめ場合, 領主は，manorの非ま由農民については, . たとえ 彼 參 がboroughの 者

となっても，他の市民と同様のま由身分を取得することを禁止している。 また，かrry Pomeroy
(66)

の領主が建設したBridgetown Poi^ieroyの場合も，boroughへ 移 住 し た Berry Pomeroyの住民は， 

移 住 後 も manorの非自由農民としての:t 分は消えな)^、った し こ う し た 市 民 が boroughの役職に
‘ (67) . *

就くことは禁止されている。以上述べた建設都市が享受しすいた特権や慣習の内容は， 自生的都市

ほど明らかではないが，建設都市のうちにも，Hymptonのは力〜都市収入徴収請負権を獲得した

ものがもり， 自生的都市との特権や慣習の相違は，次第に消減して行ったものと思われる。

最後に, 建設都市と市場開設権との関係について述べておこう。第 I 図にも示したようにborough

なる名称を一度も与えられたことのない場所で適市および歲市開設権を与えられたものも多いので

あるから，建設都市の領主が，boroughの住民に最低限,市場開設権を保誠せざるをえなかったこ

とは， 当然といえるであろう。 また，都市建設め目的そのものが，？お工業者への課税，市場取引税

の取得であったのであるから, 領主は，他の特権にもまして市場開設権を積極的に獲得しようとし

たであろう。第 IV表⑤欄が示すように， 自生的都市で市場開設権を獲得していないものはかなりあ

る力' ; , 建設都市は，ほとんど総て市場開設権をもっており， し か も borough建設の直後にそれを

獲得しているものが多いのである。
(71)

注(65) ML Beresford, op. cit,, pp.113-115, 116, 419-426.

(66) A/Ballard and J. Tait, op. cit., p. 141.. *

(67) Hisし MSS. Com., 15th Rep., App,, PL VII, The Manuscripts of the Duke of Somerset, The Marquis of Ailes- 

bury. and the Rev. Sir. T-H.G. Buleston, Barし，Lond,, 1898, p. 135,

(68) Ibid.. p. 135,

(69) Newport (1291),M. Beresford, op. cit, p. 423.

(70) B. Ennen, op. cit., p‘ 409. . 、
(7り例えば，Plympton Erie, Kingsbridge, Bere Alston, Bow, Kennford, Newport, Newton Bushel, Nosa Mayo 银。 

|Vi她t 都m とm場！)臓権との旧速に'oいては, 武居良明r翅設都市とrl獵 J (イギリスホiu；史研'★会編rイギリス-; 

翅ネ1:会の研究J, JliJlC, 1969所収)，pp. 204-213 'を参隙のこと。 ：

■—— 192(706) —— •

第m 表 デ ヴ ;

Hundred

Braunton 

r remington 

South Molton

Shearwell

Hartland 

Shebbear 

North Taw ton 

Witheridge

Black Torrington

Lifton 

Roborough 

Tavistock

Haytor

Ervington

Plympton

Stanborough

Coleridge

Wonford 

Exminste r 

East Budleigh 

Ottery St. Mary 

Cl is ton 

Hayridge 

Crediton 

West Budleigh 

Tiverton 

Bampton

Halberton

Hemyock

Axminster

Colyton

地 域

方地部匕

hxmoor

中部地方

四 北 部

四部地方 

(Dartmoor；

南部地方

東部地方  

(Exeter 周辺 

地方）

.Ti-

m 部地方

2 ( 0. 7) 

0 ( 0 ) 

0 ( 0 )

1 ( 0.6)

1{ 0 . 6 )

2( 0.5) 

1 ( 0.3)

0( 0 )

2( 0.3)

6 ( 1.4) 

2( 0.7) 

1{ 0.9)

9( 2.7) 

0( 0 )

0( 0 )

7( 2.3) 

3 ( 1.1)

1066 一 1086

13( 2.8) 

10( 4.8) 

8( 3.2) 

6(11. 7) 

1 ( 1.0) 

2{ 0.7) 

18(10. 5) 

2( 2.3) 

1( 1.0) 

3( 2.3)

4( 4.0)

4( 2.3) 

4 ( 1.2)

6( 3.3)

124(1.6)

59(21.1) 

20(12. 2) 

27( 9. 3)

29(19. 2)

13{ 8.1) 

56(15.5) 

37(13.4) 

47(13.7)

61(10.8)

40( 9.9) 

27( 9.4) 

3( 2.9) 

39(11.7) 

30(11.2) 

36(22. 0) 

36(12.0) 

33(12. 6)

1087 — 1100

54(11.6) 

18( 8. 7) 

17( 6.9) 

0( 0 ) 

11(11.2) 

38(15. 0) 

1 ( 0.5) 

12(13. 9) 

11( 11. 7 ) 

10( 7.8)

19(19.1) 

12{ 7.0) 

24( 7.4) 

17( 9.6)

862(11.3)

注 The Place Names of Devon, Pt. I and II (English Place Name Society ed. by J.E.B. Cover, i

御礼巾し上げる。》 このあに示した定む‘:地は，記録にあらわれ

0

0

0.3

0

0. 6 

0.4 

0.4

0.3

0.7

0.1

1101— 1150

0( 0 

0( 0 

1( 0.

0( 0

0( 0 

0 ( 0 

0( 0 

0( 0

1( 0.

0( 0 

2( 0. 

0 ( 0

2 1 ( 0 .

1151一 1200

0( 0 ) 17( 5.

0{ 0 ) 4( 1.

0( 0 ) I{ 0.6

0( 0 ) K 0.

2( 0.7) 1( 0.

3( 0.6) 10( 2.1

2( 0.9) o{ 0

o( 0 ) 13( 5. 3

o( 0 ) 0( 0

o( 0 ) 0( 0

o( 0 ) 5( 1.9

o( 0 ) o( 0

o( 0 ) o( 0

o( 0 ) K 1.0

2( 1.5) 4( 3.1

3( 3.0) 6( 6.0

0( 0 ) 6( 3. 5

1{ 0.3) 7( 2.1

o( 0 ) 6( 3.3

限りの; 地であって，デヴォンシ

689— 691の耕地名を'iin、てあるが，敏密にいえぱ，狭義の定地以外のものも含まれているであろう

iWfwwwiMwwinffHiwiiai
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デヴォンシャーにおける定住地の形成
) 内は％

；1200 1201— 1250 1251— 1300 1301一 1350 1351— 1400 1401一 1450 1451— 1500 1501年以後 不 明 針

k.s) 37(13.2) 17( 6.0) 82(29.3) 4 ( 1.4) 8( 2.8) 4 ( 1.4) 52(18.6) 2(0.7) 279

N.4) 27(16.5) 18(11.0) 63(38.6) 10( 6.1) 1 ( 0.6) 2 ( 1.2) 18(11.0) 0( 0 ) 163

il.o ) 48(16.6) 54(18.6) 94(32.5) 2( 0.6) 9( 3.1) 5 ( 1.7) 45(15.5) 1(0‘ 3) 289

l l . 9) 20(13.2) 13( 8.6) 30(19.8) 1 ( 0.6) 6( 3.9) 3 ( 1.9) 43(28.4) 1(0. 6) 157

M ) 18(11.3) 2505.7) 58(36.4) 2 ( 1.2) 0( 0 ) 0( 0 ) 34(21.3) 0( 0 ) 159

；2. 2) 52(14.4) 3 1 ( 8.5) 123(34.0) 9《2.4) 1 1 ( 3.0) 6 ( 1.6) 60(16.6) 3(0.8) 361

；0.7) 43(15.6》 18( 6.5) 116(42.1) 6( 2.1) 16( 5.8) 6( 2.1) 30(10.9) 0( 0 ) 275

jo. 8) 67(19.6) 38(11.1) 117(34.3) 14{ 4.1) 2( 0.5) 2( 0.5) 50(14.6) 1(0. 2) 341

0. 8) 106(18.7) 43( 7.6) 185(32.8) 16{ 2.8) 6 ( 1.0) 15( 2.6) 118(20.9) 6(1.0) 564

0. 9) 69(17.0) 40( 9.9) 97(24.0) 23{ 5. 6) 18( 4.4) 16( 3.9) 85(21.0) 6(1.4) 404

|l-0) 27( 9.4) 42(14.7) 55(19. 2) 13( 4.5) 10( 3.5) 12( 4.2) 87(30.5) 4(1.4) 285

；2.9) 20(19.6) 15(14.7) 16(15. 6) 8( 7.8) 7( 6.8) 17(16.6) 11(10.7) 1(0. 9) 102

；5.1) 41(12.3) 28( 8.4) 68(20.4) 16( 4.8) 9( 2.7) 5 ( 1.5) 99(29.8) 1(0. 3) 332

；1.5) 46(17.2) 28(10.5) 84(31.5) 6( 2.2) 8( 3.0) 9( 3.3) 45(16.9) 6(2.2) 266

0.6) 19(11.6) 29(17.7) 34(20.8) 8( 4.9) 1 ( 0.6) 6( 3.6) 27(16.5) 2(1.2) 163

0. 3) 50(16. 7) 46(15.4) 84(28.1) 7( 2.3) 5 ( 1.6) 9( 3.0) 49(16.4) 4(1.3) 298

0.3) 27(10.3) 35(13.4) 66(25.2) 25( 9.5) 8( 3.0) 3 ( 1.1) 53(20.3) 5(1.9) 261

2.1) 70(15.0) 58(12.7) 110(23.7) 15( 3.2) 1 1 (2.3) 13( 2.8) 103(22.1) 0( 0 ) 308

；0 ) 34(16.5) 15( 7.3) 58(28. 2) 6( 2.9) 4 ( 1.9) 2( 0.9) 54(26.3) 1(0.4) 205

；5.3) 37(15.1) 29(11.8) 58(23.6) 7( 2.8) 2( 0.8) 10( 4.0) 62(25. 3) 1(0. 4) 245

；0 ) 10(19.6) 4( 7.8) 12(23. 5) 4( 7.8) 4( 7.8) 1 { 1.9) 10(19.6) 0( 0 ) 51

；0 ) 22(22.4) 9( 9.1) 20(20.4) 2( 2.0) 2(. 2. 0) 1 ( 1.0) 26(26. 5) 4(4；0) 98

|l.9) 38(15.0) 15( 5.9) 61(24.2) 5 ( 1.9) 13( 5.1) 6( 2.3) 66(26.1) 2(0.7) 252

0 ) 29(17.0) 24(14.1) 60(35.2) 3 ( 1.7) 1 ( 0.5) 3 { 1.7) 31(18.2) 0 ( 0 ) 170

0 ) 14(16.2) 8( 9.3) 36(41.8) 2( 2. 3) 1 { 1.1) 3( 3.4) 8( 9.3) 0( 0 ) 86

1.0) 18(19.1) 11(11.7) 26(27.6) 0( 0 ) 3( 3.1) 2( 2.1) 21(22.3) 0 ( 0 ) 94

|3.1) 26(20.3) 12( 9.3) 39(30.4) 1 ( 0.7) 0( 0 ) 1 ( 0.7) 29(22.6) 0( 0 ) 128

56.0) 10(10.1) 7( 7.0) 20(20.2) 0{ 0 ) 3( 3.0) 2( 2.0) 25(25.2) 0( 0 ) 99

S3. 5) 20(11.6) 8( 4.6) 43(25.1) 3 ( 1.7) 2 ( 1.1) 0( 0 ) 73(42.6) 0 ( 0 ) 171

;2.1) 32( 9.9) 28( 8.6) 70(21.6) 14( 4.3) 12( 3.7) 16( 4,9) 113(34.9) 2(0. 6) 323

{3. 3) 19(10,7) 12( 6,7) 47(26.5) 7( 3.9) 3 ( 1.6) 4( 2.2) 56(31.6) 0( 0 ) 177

I1. 9)
i —-

1,140(15.0) 779(10. 2) 2,131(28.1) 254( 3.3) 190( 2.5) 186( 2.4) 1,662(21.9) 53 (0. 7) 7,564

pr, A.Mawer and P.M. Stenton,Vol.VBI, 1931 Vol.IX 

レンシャーのホ地を網雜するものでは勿論ない。また, 

ho

1 932)より作成。 （この文献は，立教大学， 川督先化から御借りした0 記して 

このまからは，P t .し p p .1 一18の河川名，pp.18— Ipのfii陵名，P t‘ n , pp.
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tfUYまデゲォンシャ --のBoroughけI-:) 界5ふの0{：りは翅設都|け

borough borough Domesday ④拱 模 ⑤
■If場開設権

® ；
1334̂1：

⑦
14451ド臨時 1540—1640

⑨ 
1801银

成 立 Bookの人U ifj'iAi (bm'gess)数， 人 1.J ■U民土地保有《burgage〉数 地代，その他都市収入 Mill 翻 ,.
臨時税額 税割引率(%》 i l l場町 の人口

1 Exeter 1066以前 C.150 400 4,000 (1334), 2.-100(1377) £13.9 s . (1259) ? ? £ S . .
36.12. 4 27.5 0 17,398

2 Barnstaple 1066以前 979—1016 49 1,000 (1377) 156(1326) 1344 1344 18* 14, 0 18 0 3,748

3 Lydford 1056以前 C.910 69 48(1300), 200(1334) 1267 1267 L 3. 4 0

4 Totnes 1066以前 979—1016 110 1,500(1377) 217(1273) ? ? 8, 7. 8 24 0 2, 503

® Okehampton , 1086 1086 5 +60 140 (1274) £8 .15 s. (1292) 1086 1115 1.12. 8 61 0 1,500

6 Ashburton ? 1008—12 60 1309 1309 3. 6.11 10 0

7 Bide ford C*1217 1086 52 1272 1272 6. 0, 0 22 0 2, 987

8 Bradninch C.1208 1086 65 120(1300), 500 (1334) 1239 1239 2.16. 8 28 0 1,187

⑧ Colyford C'1238 1238 133 (1377) 112(1274), 111(1292) £4 .16 s. (1274) 1208 1.5. 0

10 Credit on C.1242 739 377 185 (1377) 1309 1309 4 . 1 . 1 74 0

⑩ Honiton 1193—1217 1193—1217 £5 .15s. (1244), £11.9s. (1285) 1247 2.16. 8 23 0

12 Kenton 1238 1086 46 29

13 Modbury C,1238 1086 45 315(1377), 210 (1377) 3.10. 0 38 0

⑩ Plympton Erie 1194 1194 33 ■ 260 ひ377) £ 16.13 s. (1223),£ 24. 2 s. (1377) 1194 1194 4. 6. 8 15 0 604

15 South Mo 1 ton 1175以後 1086 18 500-1,000 (1334) 160(1326) 1246 1246 6. 5. 5 26.5 0 3, 826

16 Tavistock 1185 981 49 62(1332), 500 - 1,000(1334) 109 (1291) £1 .6 s . (1224), £ 7 .8 s . (1291) C.1105 9. 0. 0 13 0

17 Tiverton 1193—1217 880— 5 78 1257 1257 2. 0, 0 50 0 6, 505

18 Torrington 1135—94 1086 62 65(1332) 43 (1326) 1182 1182 7.17. 2 4 0 2, 044

® Kingsbridge C.1219 C.1219 1220 1220 3.10. 0 43 0

20 Aveton Giffard ? 1085 • 41 1290 1290

21 Axniinster 1209—10 C-900 54 0 .

22 Bampton 1302 1086 53 30 (1302) 1258 1267 0

⑩ Bere Alston 1295—1305 1295—1305 20 (1305) 21(1305) 1295 1295 0

24 Bovey Tracey 13ilt紀初頭 1086 32 64 (1326) 1260 1260 0

Bow 1259—1326 1259—1326 34 (1326) 34 (1326) £9 .Is. (1326) 1259 1259 0

® Bridgetown Pomeroy C.1250 C.1250 23(1292), 55 (1293) £7 .13s. ひ 305} 1267

27 Chawleigh 1340 1086 48

28 Chilling ton 1309 1086 101 £3. 2 s. {1309》
29 Chittlehamptoii ? 1086 15

30 Chudleigh C.1308 C.1150 1309 1305 0

31 Chulmleigh C,1274 1086 70 83(1274), 83 (1292) £2.15 s. (1245), £2.2 s. (1274) 0

32 Combe Martin 1249 1086 37 82(1326) 82 (1326) £11.17 s. {1326) 1265 1265 0

33 Corn worthy ? 1086 43

34 Dartmouth 1250 1049 1,000 (1377) 1230 1230 16. 0. 0 39.5 • 0

35 Den bury 1393 1086 11 £4.11 s. (1393) 1286 1286

® Dodbrooke 1319 1319 170 (1377) 1257 1257 2. 3. 4 37 0

37 Fremington C.1322 1086 76

38 Harton 1290 1281 135 30(1299) £1.10 s. (1299) 1286 1286

39 Hathcrleigh 1374以後 1086 1220 1220 0

40 Holsworthy 1309 1086 75 10(1274), 15(1309) 19(1326) 13 s. (1274), £6 .6 s . (1326) 1219 1219 0

41 Ilfracombe 1249 1086 29 52(1326) 1233 1233 0

® Kennford C.1298 C-1298 8 (1578) 1300 1300

⑩ Little Totnes C.1326 0,1326 58(1326} 58(1326) £7.8*s. (1326)

44 Ly mp3 tone 1288 1086 18 9 s . (1288)

45 Malboro ugh ? 1249

46 Mjretonhampstead 1207 1086 28 1207 1207 0

Newport C.1291 C‘ 1291 13s. (1334) 1295 1295 0.13. 5

⑩

M

Nowton Abbot 

Newton Bushel
、ら も ジ ゴ ' f ^

1196 -1200
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Newton Abbot 1196•-1200 1196—1200 1270 1270 0. 15, 0 o

Newton Bushel 1246 1246 1246

50 Newton Ferrers 1305 1086 33 9 (1305) 9 s. (1305》

Newton Poppleford 1274 1274 55女（1274》，55^ (1292) £3*2 s. (1292), £3. 2 s . (1377) 1226 1239

North Ford 1250以前 1250以前 68(1326) 68 (1326) £ll*17s. (1326)

53 North Molton 1524 1086 94 ,1270 1270 o

54 North Tawton ? 1086 62 1271 1271 o

® Noss Mayo 1286 1286 £ 4 .16s. (1309) 1286

56 Paignton 1567 1086 128 1295

57 Pi 1 ton 1205—22 lOlU：̂ 17 1344 1344

58 Rackenford 1448 1086 10 1234 1234

59

60

Sanipford Peverell 

Sheepwash

1300

1520

1086

1166

34 28(1300) £1.9 s. (1300)

1230 1230

ハ

61 c>!dniouth ? 1072—1103
(J

62 Silverton 1321 1086 91 40(1321》

⑬ South Zeal 1264 1264 42(1264), 20(1315) £ l . l l s .  (1264), £ 1.15s. (1315) 1299 1299

64 Sutton Prior C .1276 1086 7 1253 1253 34,12. 8 28 ,o 43,194

65 Tanierton Foliot 1545 1086 29 1270 1270

66

67

Teignbridge

Teignniouth

?

1292

1159

1044

47
1253 1253

'68 Topsham 1452 937 33 1300 1257

69 West Alvington ? 1086 19 9 {1304》 £1.4 s. (1304) 1272 1272

70 Winkleigh ? 1086 76

71 Witheridge 1499 1086 8 1248 1248

72 Woodbury 1288 1072—1103 58 £1.10 シ （1288) 1286 1286

73 Yealmpton 1310 1086 44

74 Che 1 don C .1309

(Black Torrington) ?

注 ①  borough 成立{財 のうち、自生的都市については Finberg’ D. C. N. Q-, pp. 203—208。但し、45. Moretonhampstead については、G. W. G. Hughes, "More- 

tonharnpsteadr T. D. A.,Voし LXXXVI, 1954, p.78。②定ずお地形成̂ ^については、.The Place Names of Devon, Pt. I and I I . ③Domesday Book の人口 
は、Victoria History of the County of Devon, Vol. I, Lond .,1906, pp. 403—549 より作成。尚、 1— 4 の都市については、人口は burgess 数、4 以 
下 は villein, border, se rf数を合計したものであり、⑤Okehamptonの5人 は liurgess。 ④規模については、H. P. R. Finberg, D. C. N. Q., PP. 

204 — 8 H. P. R. Finberg, Tavistock Abbey, pp. 202— 3, W. G. Hoskins, ' The Wealth of Medieval Devon, The Tax Assessment of 1334' 

in Devonshire Studies, p. 225, W. G. Hoskins, Devon, p. 107, M. Beresford, op. ci t . , pp. 68, 419—426, K. Ugawa, op. cit • .pp. 660— 1 , J. J. 

Alexander,"Seventh Report on the Parliamentary Representation of Devon", V o l .し X X I ,1939, p. 166, し  Day, History of Holsworthy, T. D. A ., 

Parochial Histories of Devonshire, No.2 ,1932, p. 4, H. P. R- Finberg, ' A Sheaf of Documents* in Devonshire Studies, p. 254。尚、（市K 数、 
人门）のうち、* 印は推定人(1、A 印は被課税人口、（地代、その他都市収入）のうち、★印は地代、裁判所収入等の都市収入計である。括弧内はそれぞれ、 

ij i l jをボす。 ⑤市場開設権は、Calendar of the Charter Rolls preserved in the Public Record Office, Vol. I, 1226—1257〜Voし V,1341—1417’ 

1903—1916 (以下 C‘ C. R . と略記)，Finberg, D. C. N. Q. , pp. 204—208, J . Manaton, History of Hatherleigh, T. D. A., Parochial History 

Scction, 1951, p.12, W. R. Hooper, " Some Chief Burgesses of Great Torrington；' T. D. A., V o l.しX X V I,1944, p. 1 6 8 .⑥ 1334ザ臨時税にゥ 
い て は 、 W .  G .  H o s k i n s ,  ‘ T h e  W e a l t h  o f  M e d i e v a l  D e v o n  , pp< 2 1 2  2 4 9 , M .  B e r e s f o r d ,  o p .  c i t . ,  p .  2 6 2 。 ⑦ 1 4 4 5 パ .朝 ら |碑、は 、 W '  G .  H o s k i n s ,

' The Wealth of Medieval Devon； pp. 229—3L ⑧ T|i場町（IMO—1640)は、ん Everitt, ' The Marketing of Agricultural Produce' in the Agrarian 

History of ling land and Wales, Vol. IV,1540—1640, ed. by J. Thirsk, Camb.,1967, p. 471。⑨180U| ミの人 ri は、British Parliamentary Papers, First 

Report of the Commissioners on the Municipal Corporations of England and Wales, 1835, Government Municipal Corporations 2, Reports from the 

South-Western Circuit, pp. 429—6d5o {けし、South Molton については、1831イド-の人 P (p.61(5 )。尚、Che! don については、C. C. R, Vo し III., p. 131, 

Black Torrington については、0. J. Reichel, "The Manor and Hundred of Crediton'/ T. D. A., Vol.lix , 1923，p. 172。
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デヴ★ンシャーのboroughのうち，都市領主が国王であるもの（royal borough).は，ドクムズデ 

ィ検地以前の4都市のみであっ ,̂それ以降の自生的都市, 建設都市のいずれにもjroyal boroughは 

ない。従って，デヴォンシャドの都市は, 国王以外の領主とその所領の住民との'私的な契約で成立 

しているものがほとんどであり，加えて, ,領主の特許状の確認できない小想境なboかu g hも少なく 

なかったのであるから，こうしたfcQroî gfhゼ、、果して公的に都市として承認:されナこか杏かという 

点か，当然問題となろう。勿論，最終的な公的嚴認は，自治体特権(incorpomtion)の取得如何による 

わけでもるが, それ以前にも，個々のboroiiffh力' : ,国王役人によって都市と認定さ:れたか否かは， 

国王役人の主宰する栽御所(E y re法廷，Hundred法廷)への陪審選出, 臨時.税課梯台帳(Sul^idy. Rolls), 

1_31 6年の調查（Nomina V illa r u m ),下院議員選出権等によって推參することは可能である。

先ず，国王の巡回刑事载判所（Court of Eyre)に出廷する代表者が , borouは 一 i2 人，村 一4 人 

であるとする通！!)が正しいとすれば, . 1238年 の assize ro llに，12人の代表を送る場所として記載 

されたものは，第 V■表②欄に7TCすように，前述の4 つ の royal boroughに加えて40である。 これ 

に 6 人の代表を送る4 つ の boroughと代表ぼ送らないが咖 iか roll fこboroughと明記されている 

Kingsbridgeを加えると13世紀初頭のデヴォンシャーのboroughのうち，公的に都市と認定され 

たものは，19ということになる。次に都市と農村に税率の差をつけた臨時税からみたデヴォンシャ. 

一の都市は，③欄に示すとおりである。時期によって村と認定されたboroughが若干あるが，14 

世紀を通じて平均して22の場所が都市とみなされて い る 。 こ の う ち Kentonお よ び Dodbrookeは, 

国家による都市の認定規準が確立したと思われる1306年以降に， 旧 王 領 地 （ancient demesne)とし_ 

ての資格で追加されナV；も の で あ る Kentonは，追加された1313年以降は,単なる村と認定され 

ている。但 し 追 加 さ れ た 2 つ の boroughも，都市概念のもいまいさの是正を目的とし て 1316 

年に行なわれた評查（Nomhm Vniarum)力、らはずされ，代って,臨時税台帳では村とみなされてい 

た North Tawtホ ) がっけ加わえられてい る 。 下院譲 員選出権をもっものは，1 2 9 5 の議 会 以降恒 

常 的 に 譲 員 を 送 る も の も13世紀末期から代まを送るが，不規則なも,の 5 , 14 世紀以降不規則に

/ i ( 7 2 )しのうちExeterは，1231—1300 に，闻王以夕}'の俩生をもったいわゆるmediatised boroughとかハている，ん 
Ballard and J. Tait, op, cit., p,Ixxlli.

(73) A. Ballard, op, cit., p. Ivi.

(74) H.P.R. Finbei-g, 'The Borough of Tavistock*, p. 172.
(75) , Finberg, D.C.N.Q., p. 205.

《76) J.F. Willard, ^Taxation Boroughs and Parliamentary Boroughs' 1294-1336* in Historical Essays in Honour 
of James Tait, ed. by J. G. Edwards. V. H. Galbraith and,E, F. Jacob, Manchester, 1933, p. 422.

(77 Inquisitions and Assessments relating to Feudal Aids: with other analogous • Documents (以下 Feudal Aids と 
略記)，Vol. I, ん D .1284-1431, Public Record Office, 1899, p. 378.尚，J.P. Willard, op. clt., p. 431の表には. 
このNorth Tftwton力;入マズいない" をらく誤りであろう，

イングランドの中世都市
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■ ヒ ト  15>中世都市

送るもの6 , 16世紀以降に代表を送るもの4 であ為)。最後に，文字通りの公的嚴認ともいうぺき 

治体特権を獲得したものは，1439年の Plymptonから始まって，！682年の Tavistockにまるまで 

に,,113を数乏るか，これは, デヴォンシャーの全boroughのうちの16%強に過ぎない。このう 

ち建設都市は，Plympton, Okehamptonのみであって,イングランド全体の建設都市めうちのま治 

体特権を獲得した都市の比率, 23.ヮ9め% と比べた場合，かなり少ない。中世を通じて，デヴすツシ十 

- に形成されたboroughの数は，極めて多数にのぼったが，このうち何等かの形で,公的にスモ認 

されたものは，半数にも満たなかったのてある。

ところで， ドウムズディ検地には， nj] らかに評 2 5の boroughの記載があるにもか か わらず ,: 

I I 68—けこの国王への上納金(Ki叩,g A ids)賦課台帳には，Exeterを 、て，デ ヴ ォ ン 、ンャー 

コーノ,ク才ール， ト''■セットシャ一，サマセットシャーの西南部4 州には，borou曲 な る ■ を 適  

用された場所はな! * 更に，I4世紀における数回の臨時税課税に際しての都ホの認定れても，查 
定にもたったのは在地の国王役人でもって，都市の認定の規準は，彼等の判断に委ねられ,.州毎に 

異 な っ て い 下 院 議 員 選 出 権 に し て も ，国王役人のSheriffの認定を,.何等力、の理由で拒杏する 

こ とは少なく な か っ た か 都 市 の 公 的 な 黎 認 が ，一貫して明確な親準に基いて行なわれた,と す る  

ことはできないし，また公的な嚴認を受けたものが，必ずしも都市として,,その機能，規模の点で， 

発展したものであるとはいえないのである。 とすれぱ，都市としての発展は，公的な潘認如何とい 

うよりも，他の規準に照らして云々すべきであろう* ■

V

都市としての発展をr'iるも 1標として，先'f*,領主の意図が成功した力ボかをみるためにふ’ 同~*領主 

に属するboroughとmanorもるいは母村の収入を比較してみよう。例えばCreditorの場合, borough 

成立の- 世紀後には，未だmanorとの収入の差はかなりあるが, その後, 1334年の臨時税の鱼担 

状況か.らみる限り，被課税者,'負担額‘ともに，.boroughが manorの2倍の規模に成長してぃる
- 建

(85)

注(78)nv.!T.G：̂Ho3kin3, Devon, pp. 178-9. 因みに，デヴォンシャーにおけるboroughの絶対数の冬さ>FPp•ねス激 
数のチ'ヤは, T'院にぉけるデヴォンシャ-の利害の反映に少なからぬ影徵与えてい る 。 ん Friis Alderman c l

S モイF H ほ i：̂ ぴ ニ; ニ *s よ；ま ま e:::
のm ® ^ rc h  Group, Monograph, No. 6), Exeter, 2nd Impr., 1968, p.84.

Thも Incorporation of Boroughs (The Publications of the University of Manchester No CCXLIX
,  M. op,ふ . , pp. 337- ^  ^0. CCXLIX,

(8 1 )k.  Ballard, British Borough Charters 1042-1210, pp. Ixxxi-lxxxii. .
(82) J.F. Willard, op. eit., pp. 419, 423-も .

ぱ ン で , ■ 年湖を送る余裕なしとュドヮ- ド3tに請願し, 

m  ：r c i r r 4 i a ' なund^l Of « U o n " , T.D.A.. Vol. LIV, 1923, p. 155. ,
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インダランドの中世都T|j‘

設都市である⑩ ♦ Honitonと母村との関係については，boroughと母村の収入の差は，当初からそ

れほど大きくはなく，13世紀末期には，boroughの収入が上廻るようになる。Tivertonについて’

は，地代額は，成立当初，boro收h は manorの2分の1でもったが，その後13世紀中に4 分の

1 に低下している。boroughの地代が少額に画定ざれていたためでもろう。 方，Tivertonの 
(87) _

裁判所収入は，torotiglv成立当初から一貫して，manorの裁判所収入とはぼ同でもその他， 

建設都市のColyford, OkehamDton, B owについても, 13世紀末期からM 世紀初頭には，borough
(89) (90) (9り

の住民が母村の農民を上網り, boroughと母村の価値查定額もほぼ同一である6 同じく建設都市の 

Plympton E r ieについても地代额は，boroughと m anorでほぽ同額である。乏しい史料から， 

デ ヴ ォ ン シ ャ ー の boroughの総てに‘ついて云々することは不可能 であるや、少 な く.とも，都市成立  

の当初においては, 極めて小規摸なboroughは別として，boroughをもって迫加的収入の源康と 

しようとした領主の意図は，ほぼ突現されたといえよう。 .. '

1334年の臨時税の担税力の農村との比較からみても，ほぼ同様のことがいいうる。この年の臨時 

税の課税I対象は，デヴォソシャーでは，K'l. 682である。都市としてr忍定され，高率の課税をされた
(93)

ものは，Exeterのはか, . 19の boroughであり，農村として課税されたものは，582の10分の1税 

区 (tithing), 4 9 の細村，1 0のmanor ,1教区（parish), 4つの村( v i l l ) , 5 の農民集団である こ 

のはか，都市と同率の税率を適用された旧王領地が11でもる。このうち，Exeterと19めborough 

の負担額は，デヴォンシャーの全魚担額， £ 950 .15s.の 18. 3%を占めている。旧王徹地として課
(95)

税されたもののうちには，Kenton, L ifton等のように, boroughでもるものが含まれているから， 

これを加えると，課税対象のほぼ4 % に過ぎない都市の資担額は，全体の20%近くを占め，担税カ 

の点では，都市の貢献度は，かなり高かったということができよう。

しかしながら，デヴォンシャーのboroughが，都市としての存在理由を問われたのは，黒死病 

によって人口が激減した14世紀中期以降’ 殊に15世紀に入ってからである。人口増大と開塾の進 

展の時期に，市場園, 後背地を配慮することなく，傲主の投機的な試みとして建設されたborough 

の5 ちには，人ロ減少と経済活動の収縮の中で淘汰され，他のboroughに服収されるもの，あるい

151.
注(86) Ibid., p. 421.

(87) K. Ugawa, op. cit.. pp. 678, 680, J. Youings, op. cit,,

(88) K. Ugawa, op, cit,, pp. 680-1.

(89) M. Bereafoid, op. cit., p. 421.

(90) Ibid., p. 425.

(91) Ibid., p. 419, Placo Names of Devon. Pt, II. 360.

(92) M, IJeresford, op. cit,, p. 426.

(93) W.G. Hoskins, ‘The Wealth of Medieval Devon', pp. 214-5.

(94)

(95)

(96)

(97)

Ibid., pp. 214-5. 

Ibid., p. 223. 

Ibid., p, 227. 

Ibid,, p. 225-7.

196(710)

は，全く消減してしまうものがホ^ らわれる。極めて近接した場所に相次いで建設されたNewton 

Abbotと Newton Bushelの場合がそうであり，後者は前者に吸収されている。 Kingsbridgeと 

Dodbrookeについても，前者が後者の市場圓，後背地を想うことによって，事实上，後者は， 都市 

としての機能を喪失するに至ってい(る.。更に，boroughそのものが消減するという極端な例として， 

トゥムズ.ディ検地以前の古い都市，4. Totnes近郊に建設されたNorth Fordを举げる.ことができる 

.Totnesの周辺には, North .Ford の.ほか，⑩ .LHtle Totness, Bridgetown Pomeroy .が建設され, 13iU* 

紀末期からI4 , 紀初頭には，いずれも50名以上の市民をもつほどであったが，Dart川の渡し場に 

建 設 さ れ たNorth Fordは, Dart川の架橋によって，その機能を喪失し， 消減を余儀なくされて 

Vioそr ほぽ同様の事態は，定住の形成が，デヴォンシャ二の中でも極めて遅れて行なわれたWith- 

erMge Hundred の 2 つの borough, 74. Cheldon, 58. Rackenford にもみられる。Cheldon は，一時肌 

国王の勒許状集（Charter Rolls)にも, boroughとして記載された場所であるが，1428年の課税調査. 

によれぱ，住 民 は 10人 を わ る ほ ど 衰 退 しRackenfordもまた都市としての存在理|±|を失なってい 

髮 そ の 他 , 鉱山労働者り集住によろて成した⑩Bere Alston, Combe M artin力'; ,..15世紀末期の 

廃 鉱 に っ て 辰 退 し ，錫生産と.収引を基盤としていた16. Tavistock, Plympton, Ashburton % ,錫： 

生産の低下によって，成立当初の活況を失なっている。

以上のはか, 建設都市では, Kenton, Colyford, B o w ,生的都市では，Bovey Tracey, 62. Silverton, 

59, Sampford Peverell,53. North Molton, 20. Aveton Gifford 28. Chillington が，依存すべき産 

業の衰退，市場圏，後背地の喪失, 交通手段の発展によって，都市的機能を失なうに至っている‘。
(103)

1334年当時の臨時税の税額が，黑死病以時 の̂ 1世紀問に，現実の担税力を反映しなくなったため 

に，各課税対象® に，割引を認めた1445̂ ]この臨時税台帳もまた，15世紀のデヴォンシャーの都市
(109)

活動の不振を示している。CredUoiiの を 最 高 に , 前揭辕IVま⑦欄に示したように, 都市は,

高率の割弓Iを許され， 2 0 の boroughでデヴォソシャ一の割引額全体の28 % , これに旧王領地で

boroughであるものを加えると，boroughは， デヴォンシャ一の全割引額の44%诉くの割引レ認め
(110)

られるほど，15世紀半ぱには経済活動の沈滞にみまわれたのである。

イングランドの4,111：部ホ

注(98) M, Beresford, op. cit,, p. 244.

(99) Ibid., p. 422,

(100) Ibid., pp. 420-1.

(101) Ibid., p. 42L

(102) Place Namね of Devon, Pt. I, p. xxix,

(103) C.C.R., Vol. Ill, p. 131, *

(104) Feudal Aids, p. 474,

(105) W.G. Hcekins, Devon and its People, p. 52,

(106) W.G. Hoskins, Devon, p. 137.

(107) Ibid.. p. 107*

(108) Ibid,, p. 106.

(109) W.G* Hoskins, 'The Wealth of Medieval Devon, pp. 230-2.

(110) Ibid, p. 231.
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結びにかえて

人口増大と定住地の拡大という•■都市化の黄金時代」に，極めて多数形成されたダヴォンシャー 

の borough % , I 6世紀を迎えるまでの1111:紀半の問に，近世都市へ般皮しなければならなかっナこ

15世紀の海汰の過程セ生き残り，16世紀半ば以降にも，都市的機能を雄持しえたのは，デヴォン 

シャーのboroughのうちの約半数に過ぎない。そして，都市として生き残ったものは》 15世紀以 

降に拾®.して来る輸出産業, 海運，漁業を中心とする新しい産業を基盤とするものであったし,か 

つての農村の中からも，これらの新しい産業の発展をふまえて，近世的な都市として新ナこに登場す' 

るものが現われて来る。中世都市から近世都市への過渡期ともいうぺき15 in'紀の都市の動向，殊 

に，旧来の都市の7在'toと新たな都市の登場の契機は，極めて重要な課題ではあるが，この時代の都 

市の発展は，近世に属することではあり，いずれ稿を改めて者ましたいと思う。 '

英国史上最初の「都市化J の時代ともいうべきI3 世 に，西齒イングランドに多数輩出した 

boroughは， ドイツにおける中世都市の‘ように，明確に農村と区別された存在であったとは'いえな 

いし’ またそのうちの多く力'いわゆる"villag^e'borougが’ の域をどれはど越えて.いたがは疑間で 

ある。しかしながら，これらのboroughの発展，就中，その成立の背景は，ヨ'■"ロッパ中世都市 

成立期の諸問題を多かれ少なかれ含んでいたとはいえないであるうか。その意味で中世デヴォンシ 

ャーのま生的都市, 建設都市の形成史は，ヨーロッパ中世都市の草創期を窺う1つの材料となるの 

ではもるまいか。

(本稿は，昭和45年庶文部省科学研究費奨励研究Aの一部である,）

, ,

(桃山学院大学経済学部助教授）

注(111)雄IVま‘⑤欄を参照のこと，め，同時代人の記述によれぱ，17世紀初artのデヴォンシャーのTけ場町は，Exfitorも除い 
て38である。- W. Blake, "Hooker's Synopsis Chorographical of Devonshire**, T. D.A., Vol. XLII, 1915, o.335.-

19世紀前半ブラック力ントリー製鉄 

業に'おける技術改革め導入につV、て

栗本 K
T

c n 地域及び製鉄工程の基礎概念 

u y 地 城 .

(2) 製鉄工程の流れ ‘ ■

〔2〕鋳鉄黄金時代に至るプラックカントリー製鉄業の技術的変车 . . ■

' (1) 時代の背景と運河の役割

(2) ギボンズの高炉改良と当該時点の與型的高炉

(3 ) ニールソンの熱風とその影響

( 4 ) . ホールの wet-puddling

(5) 庄娃工程での改革の遅れ ，

(付） 原料経済と廃棄ガス利用の試み

〔3〕小 括

' 〔1〕 地域及び製鉄工程の基礎概念 ■

(1) 地 域  . .

. プラック.力ソトリ 一 (the Black Country) とは自然的または政治的な画然たる境界線を持った地 

域ではない。.そして広い範囲にも狭い範回にも解釈されるのであるが，工業をその生計の中心に据 

える町，村落の総称であり，イギリスミドランズ地方四部の大都m バーミンガム市の北西に隣接す 

る郊外の地城である。その大部分はスタップォ一ドシャ一の南部にあすこり，また" 部にはウースタ. 

~ シャマ'の北部を含んでいる。 しはし{■土，ィ、'― ミンガムとフラジ.クカントリ. — (Birmingham and the 

Black Country)よして統一的に考えられているが，これはむじろ新しい慨念であって, ，バ— ミ,ンガ 

ム市とブラ'メクカントリーは結びついた発展を必ずしもして来なかった。図 1 に見るようにプラッ‘ 

クカント！）一は最大にとった湯合20以上の地力行政地区に分かれるが，この中でも中心は，ウ才ノレ. 

ノ'•••ル, .（tho Country Borough of W a ls a ll) ,ウ.エンズペリ’イ （Wio Municipa し Borough o f . Wedneabury)» 

チイフトン（the Municipal Borough of Tipton), ダドリイ .（tho Country Borough of Dudley), .プリア
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